
＜個人情報の取扱いについて＞ 

記載された個人情報は、本事業に関する事項以外には利用いたしません。 

（様式）      愛知県子ども会活動事例応募用紙 

市町村名 一宮市 子ども会名 
 ☑単子 ☐校区（☑点を記入） 

     串作子ども会 

事業名 子ども総会とお菓子選挙 

活動項目 
☐地域との交流 ☐スポーツ活動 ☑仲間づくり・技術習得 ☐遊び体験 ☐自然

体験 ☐異年齢交流 （主な該当項目１つに☑点を記入してください） 

活動の内容 

・事業の目的 

・プログラムの内容 

 串作子ども会は、今年度子ども会会則を、子ども主体のものに改正したことを機に、

できるだけ子ども達の話し合いや意見を取り入れた活動を行っています。 

 例年、年度初めに行われる新入生歓迎会も、今年度からは「子ども総会」と位置づけ、

新入生も含めた子ども会員同士が、自分のことを話したり、相手の話を聞いたりして、

お互いのことを知ることで、みんなが仲良くなれるきっかけづくりを行いました。 

 「フルーツビンゴ」では、まず通学団ごとに分かれて、1 人ずつ名前と学年・組に加

え、好きな果物を話してもらい、それを聞いた他の子ども達は、用意された 9マスに、

他の子の好きな果物を書き留めておきます。その後、新入生のことをみんなに知っても

らうために、新入生にはみんなの前でもう一度改めて自己紹介をしてもらい、同時に、

そこで出てきた新入生の好きな果物で、フルーツビンゴを行いました。 

 次に、これまでかけっこで決定していた町民運動会子供会対抗リレーの選手決めも、

学年ごとに分かれて、話し合いで行いました。立候補や他薦、かけっこ等決定方法も含

めて、子ども達で話し合って選手と補欠を決めてもらい、報告してもらいました。 

 そして、最後に「お菓子選挙」を行いました。子ども会活動に子ども達の意見を取り

入れていこうと企画しました。役員の子ども達にグミやチップス、チョコレート菓子な

どのお菓子の選挙ポスターを描いてもらって掲示し、当日出席していた年長児～6 年生

までの子ども会員全員に投票用紙を 1枚ずつ渡して、好きなお菓子に投票してもらいま

した。その結果は、役員の子ども達に手伝ってもらって開票し、連絡網アプリで保護者

に配信して、子ども達に結果を伝えてもらうようにお願いしました。その後の行事では、

子ども会からだけでなく町内会から頂けるお土産も含め、このお菓子選挙の結果を基に、

お土産を決定しています。 

日 時 
2022年４月 10日（日） 

時間 10時 00分～11時 00分 
場 所 串作公民館 

予 算     10，315   円 参加人数 
子ども ４５名 大人 １名 

スタッフ役員 ５名 

実施してよかったこ

と、楽しいと感じた

こと、また、困った

点等をどのように工

夫したか等 

（フルーツビンゴ）通学団の班長さん、副班長さんに、移動時の配慮や自己紹介時の順

番の工夫、新入生のビンゴ用紙への記入の手伝いなどをお願いしたところ、年長児とし

て新入生を気遣う姿がみられ、新入生にとっては、新生活が始まって不安な時期にとて

もよい機会になったと思います。小学校の通学団会（通学班での話し合い）が、まだ行

われる前だったので、タイミングとしてもとても良かったと思います。 

 初めは、ビンゴ用紙とは知らずに記入していた子もいたと思いますが、書き留めるよ

うにしたことで、他の子の話を最後までしっかり聞こうとする姿が見られました。 

 前に出て、マイクで自己紹介してくれた年長児・一年生達も、同じ班の上級生の自己

紹介の様子をみたり、先に小さな集団で自己紹介ができたことで、全員の前でマイクを
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向けられても、堂々と話すことができました。 

（リレー選手決め）リレー選手決めでは、誰も選手をやりたくない学年や、逆にみんな

が選手をやりたい学年もあり、なかなか話し合いがうまく進まない場合もあったので、

その際は大人役員が補助的に話し合いに入り、決定方法の提案やかけっこの判定などを

行いました。 

 話し合いで選手と補欠が決まり次第、大人役員のところに報告に来てもらいました。

思い通りの結果で嬉しそうな子、意にそぐわない結果で悔しそうにしている子など様々

でしたが、子ども達の表情はとても生き生きしていました。 

 話し合いでは、できるだけみんなが納得できる結果に落ち着くように配慮しましたが、

選手決定のお知らせを保護者にした際に、念のため、どうしても嫌な場合は連絡をくれ

るようにしたところ、1 名から選手辞退の申し出があったので、後日選手交代の調整を

行いました。 

（お菓子選挙）お土産のお菓子は、子ども会行事の中でも、子ども達の関心が高いこと

の一つです。それを題材に選挙を行ったことで、みんな楽しく、それでいて真剣に何が

よいか考え投票することができていました。また、通常、学校の児童会選挙に参加しな

い低学年の子ども達も、選挙ポスターを見て考えて投票し、その結果が実際に自分達の

もらうお土産に反映されたという経験は、自分の意見を表明することの大切さに気付い

たり、選挙に関心をもつきっかけとして、とてもよい機会になったと思います。保護者

も関心を持って、ちゃんと選挙結果を子ども達に伝えてくださったようで、多くの子ど

も達がお菓子選挙の結果を知っていて、一番人気のグミをお土産で渡した際は、みんな

とても嬉しそうにしていました。 

子どもたちの成長ぶ

りや心の変化（感想）

等 

 新年度が始まり、初めて会う大人役員、初めての取組で、子ども達は緊張した様子で

したが、グループに分かれて自己紹介や話し合いを進めるうちに、打ち解けて話ができ

るようになっていきました。新学年が始まってみんなが緊張している時期に、新しい仲

間も交えて、一番身近な仲間同士ゆっくり話ができる時間を作れたのは、仲間づくりに

はとても良かったと思います。 

 今後も、子ども達の意見を積極的に取り入れていくことで、「わたしたちの串作子ども

会」として、仲間意識をもちながら、もっと主体的に参加してくれるようになるといい

なと思っています。 

ＨＰ掲載承諾  ☑済  （ﾚ点の記載必須） ＨＰ掲載承諾   ☑済  （ﾚ点の記載必須） 

        
 

 


